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雷

本
報
告
は
聾
者
の

一
人
が
日
下
益
田
､
上
的
両
壁
士
ビ
研
究
中
の

『
方
解
石
の
加
熱
に
よ
る
線
膨
脹
及
其
億
よ
も

貸
出
せ
る
軸
率
.
茎
両
角
､
容
積
'
此
頚
等
の
脱
皮
に
よ
る
鼻
化
』
の
研
究
に
封
す
る
概
報
な
-
｡
本
報
告
中
に
弧

す
る
賓
瀞
は

『
演
石
の
方
解
石
に
慶
移
す
る
現
象
』
の
研
究
中
電
石
だ
此
政
の
蔑
め
行
へ
る
漁
備
寛
厳
t･.
れ
ば
'
賛

助
同
数
も
充
分
反
復
せ
せ
ら
し
を
以
て
､
其
結
果
は
目
下
余
等
の
行
ひ
つ
つ
あ
る
賓
鹿
の
結
果
に
此
す
れ
ば
精
精
密

を
欠
-
ビ
錐
も
､
此
の
楽
典
よ
pC,軸
率
を
計
算
す
れ
ば
､
リ

ン
ネ
教
授
が
骨
で
熱
測
角
器
を
使
用
し
て
測
定
せ
る
結

果
よ
-
軸
率
を
罪
出
せ
る
者
ビ
此
較
す
る
に
'
小
数
鮎
以
下
三
倍
迄

1
致
し
僅
か
に
四
位
に
於
て
異
な
る
程
度
の
者

L･.
れ
ば
'
北
づ
苗
に
概
報
だ
し
て
報
告
し
､
滑
詳
細
は
益
凹
.
上
田
爾
壁
土
ど
の
共
同
研
究
を
侯
ち
て
尭
Li
報
告
す

る
朗
あ
る
ペ
し
｡

方
解
石
の
熱
的
線
膨
脹

低
渦
度
に
於
る
方
僻
石
の
線
膨
脹
に
就
き
で
は
､
ア
イ
ゾ
-
(F
iN
e
1
9
)
及

べ

ノ
ア
へ
B

enoit)
の
研
究
あ
ら
｡
今
回



余
等
の
行
へ
る
測
定
は
局
部
的
に
は
前
二
者
の
精
密
皮
に
及
ぼ
ざ
る
も
､
撒
叩源
よ
-
入
官
皮
即
ち
方
解
石
の
解
離
温

度
に
近
-
迄
熱
的
線
膨
脹
を
測
定
し
碍
た
る
を
以
て
､
其
金
舷
の
大
要
を
知
る
に
便
L･i
り
｡
測
定
の
方
法
は
示
差
膨

脹
計
を
用
ゐ
p
結
晶
の
主
軸
の
方
向
の
測
定
に
は
'
底
面
の
能
-
敏
速
す
る
足
尾
銅
山
産
方
解
石
を
用
ゐ
'
側
軸
に

平
行
の
測
写

1
は
水
滞
鋸
山
産
の
透
明
な
る
結
晶
を
使
用
せ
riL
?
此
等
の
結
晶
に
つ
き
で
繭
些

一方
向
に
卒
府
の
加

熱
線
膨
脹
を
測
定
せ
る
結
果
は
第

一
表
に
示
す
が
如
-
此
れ
通
園
一価
す
れ
ば
筋

一
園
に
見
る
が
加
美

但
し
三
〇
〇

度
附
近
に
で

一
種
の
爆
教
撃
(D
e
crepitation
)
を
聞
-
を
以
て
此
鮎
に
つ
き
て
も

l
暦
の
精
査
を
要
す
る
な
ら
｡
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牙
桝
石
の
加
熱
脱
膨
脹
柑
報

第
愛
国
に
見
る
が
如
-
､
方
解
石
は
其
主
軸

の
方
向
に
は
加
熱
tこ
よ
り
で
増
長
す
る
も
'

側
軸
の
方
向
に
は
却
て
短
縮
す
｡
八

〇
〇
皮

を
超
ゆ
れ
ば
此
等
膨
脹
曲
線
は
､
急
に
其
方

向
を
碑
ず
る
を
見
る
.'f
L
t
こ
は
方
解
石
の

成
分
申

C
O
N
を
放
散
し
て
解
離
作
用
を
飴

ひ
る
が
喬
な
る
を
以
て
.
八

〇
〇
度
以
上
の

測
定
の
数
倍
は
方
解
石
の
加
熱
膨
脹
を
示
す

､者
に
あ
ら

ざ
る
を
知
る
べ
L
P

測
定
の
結
果
に
よ
れ
ば
､
T分
解
石
は
其
主

軸
切
方
向
に
は
､

t
O
Q
皮
に
放
て
二
五
度
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の
場
合
に
比
し

〇
二

八
%
.

二

〇
〇
度
に
於
て
〇
･
四
六
%

三

〇
〇
度
に
於
て
〇
二
八

〇
%､
五

〇
〇
庇
に
於
て
は

一
･
四

四
頭
､
七

〇
〇
度
に
於
て
は
二

･
二
三

%
膨
張
し
､
側
軸
に
平

行
に
は
上
記
各
々
の
粗
度
に
対
し
.

C
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〇
三
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短
縮
す
｡

此
寄
金
等
の
得
た
る
結
果
が
幾
何
の
精
確
皮
を
有
す
る
者
な
る

か
は
後
に
託
す
る
リ
ン
ネ
教
授
の
他
の
賓
倣
よ
-
鮮
た
る
結
果

}J
此
奴
封
潤
せ
ば
略
ぼ
其
大
要
を
盟
ふ
な
碍

ペ
L
｡
但
し
側
軸

に
平
行
の
億
は
主
軸
の
者
に
此
し
､
時
に
五

〇
〇
度
以
上
に
て

粗
密
な
ら
ざ
針
を
以
て
此
等
は
軍
資
験
に
て
補
正
せ
ん
ど
す
｡
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方
解
石
の
常
温
に
於
る
軸
率
は

一
八

一
〇
及

一
八

1
二
年
の
古
き
時
代
に
於
て

M
atus及
W
a
!la
sto
n

に
よ
-
て
決
定
せ
ら
れ
た
る

a
:
C=
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0
･
8
5､畠

な
る
値
を
今
日
に
於
て
も
採
用
す
'
触
れ
..,/J
も
温
度
の
影
響
を

論
す
る
場
合
に
は
､

ー一
定
の
脱
皮
の
下
に
測
定
せ
ら
れ
た
る
者
に
疲
ら

ざ
る
ペ
か
ら
す
'
此
の
目
的
に
封
し
て
は

リ

ン
ネ
数
枚
の
熱
測
角
器
を
用
ゐ
で
測
角
せ
る
角
皮
よ
･Ja
算
出
せ
る
軸
率
は
､
二

〇
度
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於
で
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航
愛
東
に
見

る
が
如
-
1
余
等
の
嘗
駿
は
二
五
度
を
基
準
と
L･1
す
む
以
て
ー
上
紀
の
軸
率
よ
り
内
挿
汰
-こ
よ
り
て

二
五
皮
の
利
率

を
算
出
す
れ
ば

.
2

5
｡C
榊日
韓

IC

a
‥

C
-

)

:
0
･8
5
5
0

<1

な
-
.
今
此
れ
を
基
ビ
し

て
他

の甑
度
の
軸
率
を

計
算
し
リ
ン
ネ
教
授
の
結
果
k
)比
較
す
れ
ば
左
の
如
し
｡

即
ち
リ
ン
ネ
数
接
の
値
に
此
す
れ
ば
主
軸
に
相
常
す
る
値
は
精
小
な
れ
で
も
､

既
に
託
せ
る
が
如
-
､
小
数
鮎
以
下
三
位
迄

山
致
す
｡
粂
-
異
な
れ
る
方
法
よ
り

得
た
る
経
基
･1J
し
て
は
､
.相
皆
に
龍
-

一
致
せ
る
者
呈
示
ふ
な
得
ペ
し
｡
-
然
れ
ど

も
六
〇
〇
度
以
上
八
〇
〇
度
に
至
る
高
温
皮
の
朗
に
於
て
は
'
側
軸
に
封
す
る
線

膨
脹
の
測
定
､
充
分
な
る
結
果
を
輿

へ
ぎ
し
な
以
て
.
従
っ
て
軸
率
も
滞
足
L･i
る

結
典
を
得
る
を
程
や
､
此
等
の
鮎
に
銅
し
ーて
日
下
滑
測
定
中
な
る
を
ぶ
て
､
其
港

果
に
よ
ゎ
次
回
の
報
告
に
詳
記
せ
ん
ど
す
｡
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方
解
石
の
両
角
に
封
す
る
低
圧
の
影
響
は
約

一
三

〇
度
以
下
に
於
で

は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
ク
ツ
ヒ
古
-
之
を
測
定
し
.
近
-
は
リ
ン
ネ
致
授
五
九
六
度
迄
削

見
せ
･Jl

余
等
の
場
合
に
は
街
角
は
測
定
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
.
前
節
に
述

べ
た
る
如
-
､
軸
率
を
知
る
を
得
た
る

を
以
て
其
値
よ
-
(
to
r
t)
A

(
.)1
0
)
)

を
貸
出
し
､
リ
ン
ネ
教
授
の
直
接
測
定
に
て
得
た
も
も
の
ビ
比
較
封
照
せ
ん

(
第
三
衷
塵
照
)

カ
竹
前
の
加
熱
脱
膨
脹
概
戟

l
豊

7
七
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第
三
表
を
見
る
に
､
二
〇
〇
度
及
六

〇
〇
度
に
於

で
､
稗
々
大
な
る
差
異
を
両
者
の
間
に
見
る
も
､
他

は
其
相
違
極
め
て
か
な
ゎ
､
二
〇
〇
度
､
六

〇
〇
度
附

近
及
其
れ
よ
-
高
温
の
所
は
覚
に
次
回
の
賓
願
を
以

て
椅
沓
す
る
研
あ
る
ペ
し
｡

×

X

X

容

.
積

加
熱
に
よ
る
方
解
石
の
容
積
の
慶
化
は

本
報
皆
の
始
め
に
記
述
せ
る
'
線
膨
脹
よ
か
容
易
に

算
出
す
る
を
碍

べ
L
P
即
ち
宵
分
比
に
て
示
せ
ば

×

×

×

節 四 衷

ギi哨tの膨脹宵分比

比

重

.前
節
に
於
で
方
解
石
の
温
度

に
封
す
る
容
積
の

鼻
化
を
知
る
を
称
た
る
を
似
て
.
著
し
方
解
石
の

1
定
.の
温

度
の
此
重
を
知
る
を
癖
ば
'
他
の
脱
皮
に
封
す
る
比
重
も
計

算
に
て
求
む
る
を
稗

べ
し
｡
今
日
吾
人
の
最
も
精
密
な
る
者

ビ
し
て
採
用
し
符
る
者
は
ヂ
ユ
ニ
1.
オ
ヱ
(
D
e
b.o
e
)
の
測

定
の
結
果
に
し
て
､
之
よ
b
前
節
に
記
せ
る
べ
ノ
ア
I
の
測

定
ゼ
る
線
膨
脹
の
値
を
用
ゐ
て
二
五
度
に
放
け
る
比
重
を
仙界



揖
す
れ
ば

2
.
7

1

00
a
t

2
5
っ
C

な

り
.
此
れ
を
基
準
だ
し
て
前
節
の
加
熱
に
よ
る
容
積
の
鼻
化
の
倍
を
川
ゐ
て
他
の
脱
皮
に
封
す
る
比
重
の
樫
化
を

算
出
す
れ
ば
次
の
如
し
｡

第 五 衷

此魂の紐皮に関る壁化

即
ち
比
重
は
二
五
度
の
場
各
に
封
し
て
八

〇
〇
度
に
で
は

小
数
鮎
以
下
二
位
に
於
て
約
五
単
位
を
軽
減
す
｡

X

X

､
.X

解

弾

方
解
石
の
解
離
脱
皮
は
譜
聾
者
の
種
々
な
る
方
法
に

固

て
研
究
せ
ら
れ
'
其
結
果
も
未

だ充
分
統

1
哲
見
ざ
る
も
､
現
今

一
敗
に
採
用
せ
ら
る
る
も
の
は
炭
酸
克
斯
の

1
東
屋
中
に
て
九

1

0
度
乃
至
九
二
〇
度
な
り
｡

余
等
は
足
尾
産
方
解
石
に
就
き
て
.
加
熱
に
よ
る
重
畳
の
慶
化

に
て
基
解
離
粗
度
を
決
定
す
る
方
法
を
探
れ
-
.
今
加
熱
堅

二
分

間
に
十
庇
宛
上
昇
せ
し
め
で
粉
末
に
せ
る
方
解
石
の
棄
畳
の
麺
他

力
仰
石
の
加
熱
脱
膨
脱
化
軸
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地

球

第
十
啓

第
三
班

一
夫

二
〇

を
測
定
せ
る
に
其
姉
弟
は
第
二
同
に
示
す
が
如
し

園
に
見
る
が
如
-
､
七
光
○
圧
に
於
て
既
に
解
斬
現
象
は
始
ま
-
､
八
.3
C)皮
に
於
て
は
六

二
二
五
%
の
重
畳
を

減
じ
p
九
三
〇
度
に
て
四
〇
｡
〇
七
宛
九
三
〇
に
て
四
二

中
七
七
餌
を
減
じ
解
離
作
用
を
完
了
せ
-
0

今
加
熱
速
度
を
前
者
よ
り
遅
-
し
､
六
C
O
度
よ
り
1
0
分
間
に

1
0
度
の
割
各
に
熱
す
る
時
は
､
七
〇
〇
度
に

て

l
｡
四
九
%

'
八
C
)〇
度
に
て

一
六

･
五
四
%
､
八
五
〇
鹿
に
て
四
一
二

七
四
%
を
減
じ
て
殆
ん
で
木
作
用
を
完

了
す
○

以
上
の
賓
魔
の
結
果
に
よ
れ
ば
､
解
離
作
用
は
八
〇
〇
皮
よ
り
九
三
〇
度
の
間
に
行
は
れ
､
若
し
加
熱
速
度
お
経

漫
琴
ら
し
む
る
時
は
此
の
作
用
は
八
五
C
庇
に
て
完
了
す
る
君
主
白
は
ざ
る
ペ
か
ら
す
'
先
に
記
逃
せ
る
現
今

一
般

に
採
用
さ
れ
つ
～
あ
る
解
離
粗
度
九

一
〇
I
九
二
〇
度
に
此
し
て
低
き
は
足
尾
方
解
石
の
成
分
中
に
多
少
の
不
純
物

を
存
す
る
に
あ
ら
ざ
る
か
､
紛
今
後
の
研
究
を
侯
つ
べ
き
な

ゎ
｡

地
球
鰐
拾
容
節
二
班
､
日
本
品
弧
に
於
げ
ろ
地
殻
超
勤
に
就

い
て
の

7
恨
定
へ
正
縦
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三
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下
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八
行
目

就
て
の
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目
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経
間
､
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放
て
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班
属
地
褒

0仰
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間
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伐
閏
'
白
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二
尉
模
鎚
固
ほ
尉
の
下
ガ
が
上
部
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と
な
る

却
凶
脚
の
紀
州
･1
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ロ
か
聖

転

以
桝
の
地
厨
-
し
た
の
は
誠
に
て
齢

-
訂
正
放
し
ま
す
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